
平成18年度化学物質環境実態調査結果　地域別データ

調査名：初期環境調査

調査媒体：水質（ng/L）
地方公共団体：北海道

試料採取機関：北海道環境科学研究センター

調査地点：石狩川河口石狩河口橋（石狩市）

検体1 検体2 検体3
[1] アジピン酸 nd nd nd 3,800 3,800
[8] 2-エチルアミノ-4-イソプロピルアミノ-6-メチルチオ-1,3,5-トリアジン（別名：

アメトリン）
nd nd nd 2.4 3.2

[18] 2-クロロプロピオン酸 nd nd nd 6 6
[19] 1-クロロ-2-メチルプロペン nd nd nd 1.4 1.4
[22] シクロヘキサノン 500 nd nd 400 400
[26] ジクロロブロモメタン ※2.4 4.0 5.5 1.2 4
[30] 2-(ジ-n -ブチルアミノ)エタノール nd nd nd 0.5 25
[32] 1,4-ジブロモブタン nd nd nd 1.5 1.5
[33] 1,3-ジブロモプロパン nd nd nd 0.6 0.6
[45] 3-ブロモ-1-プロペン（別名：臭化アリル） nd nd nd 1.8 1.8
[47] ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニトロ-1,3,5-トリアジン（別名：シクロナイト） nd nd nd 22 22
[52] メチル=2-(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニルオキシ)-6-[1-(メトキシイミノ)エチ

ル]ベンゾアート（別名：ピリミノバックメチル）
nd nd nd ※※4.1 ※※17

[52-1]メチル= (Z )-2-(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニルオキシ)-6-[1-(メトキシイミノ)
エチル]ベンゾアート

nd nd nd 2.3 7

[52-2]メチル= (E )-2-(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニルオキシ)-6-[1-(メトキシイミノ)
エチル]ベンゾアート

nd nd nd 1.8 10

(注1) nd：不検出

(注2) ※：参考値（各地点での報告時検出下限値以上、検出下限値未満）

(注3) ※※は異性体ごとの検出下限値の合計とした。
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